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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの非アクティブ・セルを無線電気通信インフラストラクチャにおいてア
クティブ化するための方法であって、前記電気通信インフラストラクチャが複数の端末を
収容するアクティブ・セルを備えており、前記方法が、
　前記少なくとも１つの非アクティブ・セルによってプレゼンス信号を送信するステップ
と、
　前記プレゼンス信号を検出した前記複数の端末から、前記プレゼンス信号の信号レベル
をそれぞれが含む測定レポートを受信するステップと、
　前記複数の端末から受信した前記測定レポートに含まれる、前記信号レベルを有する情
報を、前記電気通信インフラストラクチャの処理システムにおいて処理して、処理結果を
提供するステップと、
　前記複数の端末のうち少なくとも１つが前記非アクティブ・セルのカバレッジ・エリア
内にあるという少なくとも１つのアクティブ化条件を前記処理結果が満たすときに、前記
非アクティブ・セルをアクティブ化するステップと、
を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、さらに、
　前記処理された情報が前記少なくとも１つのアクティブ化条件を満たさないときに、前
記少なくとも１つの非アクティブ・セルにおける前記プレゼンス信号の送信を終了するス
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テップと、
　前記プレゼンス信号を後の時点で前記少なくとも１つの非アクティブ・セルのカバレッ
ジ・エリア内に再度送信するステップと、
を含む、方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の方法であって、さらに、
　前記アクティブ・セルのカバレッジ・エリア内にある前記端末に測定パラメータおよび
／またはレポート・パラメータを供給し、前記非アクティブ・セルから前記測定レポート
を取得するステップを含む、方法。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の方法において、前記電気通信インフラストラク
チャが、複数の非アクティブ・セルを備えており、前記方法が、前記複数の非アクティブ
・セルにおいて同時にまたは連続して前記プレゼンス信号を送信するステップを含む、方
法。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の方法において、前記アクティブ・セルおよび前
記非アクティブ・セルの少なくとも１つにレポート識別子を送信するステップを含む、方
法。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の方法において、前記アクティブ・セルのカバレ
ッジ・エリア内にある前記複数の端末のうち少なくともいくつかは、前記測定レポートに
ついての情報を収集するときには遊休端末である、方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法において、さらに、前記アクティブ・セルおよび前記非アクティ
ブ・セルの少なくとも１つにおける位置エリアの更新期間を一時的に縮小するステップを
含む、方法。
【請求項８】
　前記測定レポートが前記アクティブ・セルを介して受信される、請求項６または７に記
載の方法。
【請求項９】
　請求項６に記載の方法であって、さらに、前記遊休端末に前記情報の取得および／また
はレポートを指示するページング・メッセージを前記アクティブ・セルのカバレッジ・エ
リア内に送信するステップを含む、方法。
【請求項１０】
　１以上の処理ユニット上で実行するときに、請求項１から９のいずれか一項に記載の方
法を実施するように構成されるソフトウェア・コード部を含むコンピュータ・プログラム
。
【請求項１１】
　アクティブ・セルおよび少なくとも１つの非アクティブ・セルを備える無線アクセス電
気通信インフラストラクチャであって、前記アクティブ・セルが複数の端末を収容してお
り、当該インフラストラクチャが
　－前記少なくとも１つの非アクティブ・セルによってプレゼンス信号を送信するように
構成されるプレゼンス信号発生器と、
　－前記プレゼンス信号を検出する前記複数の端末から、前記プレゼンス信号の信号レベ
ルをそれぞれが含む測定レポートを受信するように構成される受信器と、
　－前記複数の端末から受信した前記測定レポートに含まれる、前記信号レベルを有する
情報を処理して処理結果を供給するように構成される処理装置システムと、
　－前記処理結果が、前記複数の端末のうち少なくとも１つが、前記非アクティブ・セル
のカバレッジ・エリア内にあるという少なくとも１つのアクティブ化条件を満たすときに
、前記非アクティブ・セルをアクティブ化するように構成されたアクティベータと、
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を備える、無線アクセス電気通信インフラストラクチャ。
【請求項１２】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の方法を実施するように構成される無線アクセス電
気通信インフラストラクチャ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気通信インフラストラクチャの分野に関するものである。より具体的には
、本発明は、エネルギー消費および電磁放射、特に、エネルギー消費または電磁放射の削
減といった目的のために、電気通信インフラストラクチャが有する非アクティブ・セルを
アクティブ化するという分野に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信を可能にするためのワイヤレス・アクセス・ネットワークの動作は、エネルギ
ーを高く消費している。環境面における現在の懸念点として、電気通信ネットワークのエ
ネルギー消費に対し高まった注意が払われている。
【０００３】
　例えば持続可能なエネルギー源を使用するという選択肢を調査することにより、さまざ
まな研究が無線アクセス・ネットワークにおける従来のエネルギー消費の削減ために実施
されてきた（エリクソンＡＢホワイト・ペーパ「モバイル通信における持続可能なエネル
ギー使用(Sustainable energy use in mobile communications)」２００７年６月）。
【０００４】
　３ＧＧＰのロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ; Long Term Evolution）のネ
ットワークの発展について、ネットワークのための省エネルギーについてまた、自己組織
ネットワーク（ＳＯＮ; self organizing network）の文脈においてアプローチされてい
る。２００９年２月付けのＮＥＣによるホワイト・ペーパ、「次世代の無線ネットワーク
管理のためのＮＥＣの提案(NEC's proposals for next-generation radio network manag
ement)」において、エネルギーは、セルラ・ネットワークの動作費用の重要な一部と考え
られている。主要な節減の可能性は、例えば夜間帯のようなリソース部のスイッチをオフ
にすることが可能となる時間にわたり負荷の変化を用いることに存在することが認識され
ている。基地局が完全にスイッチ・オフされるときには、アクセス・ネットワークの他の
基地局がカバレッジ・エリアおよびキャパシティの削減を補うことが必要となる。このこ
とは、ノード間の協調(coordination)を必要とする。類似の使用事例が、３ＧＧＰ　ＴＲ
　３６．９０２ｖ９．１．０の「自己構成および自己最適化のネットワーク（ＳＯＮ）使
用事例およびソリューション(Self-configuring and self-optimizing network (SON) us
e cases and solutions)」に記載されている。
【０００５】
　一旦基地局（または、その１つ以上のセル）が非アクティブ化されると、ある時点でこ
れら基地局（またはセル）を再び、再アクティブ化する必要があることもある。つまり、
いつおよび／またはどの基地局またはセルをアクティブ化する必要があるかについて決定
する必要がある。
【０００６】
　第１の解決策としては、所定の時間に基地局またはセルをアクティブ化することである
。一例としては、より少数の基地局が夜間帯にアクティブ状態であることを要求とし、ま
た、より多数の基地局が日中帯にアクティブ状態であることを要求とすることを想定する
ことができる。
【０００７】
　別の解決策は、現在のアクティブ・セルが閾値を超過している特定のトラフィック負荷
を検出するか、またはトラフィック負荷の上昇を検出するときに、現在のアクティブ・セ
ルに隣接する（すなわちこれに関連する）全ての非アクティブ・セルをアクティブ化する
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ことであろう。
【０００８】
　従来技術において、どの基地局および／またはセルがアクティブ化されるべきかについ
てより正確に決定することによりこれら解決策を改良する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　無線電気通信インフラストラクチャにおける少なくとも１つの非アクティブ・セルをア
クティブ化するための方法について説明する。この電気通信インフラストラクチャは、複
数の端末を含んだアクティブ・セルを備えている。プレゼンス信号は、少なくとも１つの
非アクティブ・セルにおいて送信される。アクティブ・セル内にある複数の端末（必ずし
もアクティブ・セル内の全ての端末であるわけではないが）は、非アクティブ・セルにつ
いての情報を収集するために、１つ以上の非アクティブ・セルのプレゼンス信号（１また
は複数）を検出する。この情報は、電気通信インフラストラクチャにレポートされ、また
受信される。複数の端末から受信する情報を電気通信インフラストラクチャの処理システ
ムで処理して、処理結果を提供する。いくつかの端末からのいくつかのレポートに含まれ
る情報が必ずしも処理される必要がないということが理解されるべきである。非アクティ
ブ・セルは、複数の端末のうち少なくとも１つがアクティブ化されたセルのカバレッジ・
エリア内にあるというような少なくとも１つのアクティブ化条件を処理結果が満たすとき
にアクティブ化される。
【００１０】
　（例えば、セルによって送信された信号を測定するために）セルに関する情報を収集し
、このような情報を再度レポートするという端末の機能は従来技術において公知であり、
例えば、隣接セルへのハンドオーバーについて検討するために隣接セルについての情報を
収集する。ＬＴＥに関する例には、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ; Reference Signal Rec
eived Power）および基準信号受信品質（ＲＳＲＱ; Reference Signal Received Quality
）を測定およびレポートすることが含む。３ＧＰＰ　ＴＳ　３７．３２０「ドライブ試験
の最小化（ＭＤＴ）のための無線測定収集(Radio measurement collection for Minimiza
tion of Drive Tests)」も参照されたい。ＵＭＴＳに関する例には、受信信号コード電力
（ＲＳＣＰ; Received Signal Code Power）およびＥｃ／Ｉｏとして示される量を計測お
よびレポートすることが含まれる。他の技術のために、互換性のある量が規定されてきた
。
【００１１】
　端末から受信する処理情報はまた、当該受信した情報を、非アクティブ・セルに対する
（失敗した）ハンドオーバー要求の数、非アクティブ・セルに接続しようとしている端末
からの（拒絶された）セッション要求の数、アクティブ・セルの現在負荷、セルの負荷ヒ
ストリまたはその統計、セルの位置およびアクティブ・セルの通常のカバレッジ・エリア
といったインフラストラクチャに利用可能な他の情報と組み合わせることを含むことがで
きる。
【００１２】
　情報の受信および処理は、例えば、アクティブ化条件が満たされるまで、または、アク
ティブ化条件が満たされないときに所定時間が経過するまで（例えば、非アクティブ・セ
ルのプレゼンス信号の送信を開始してから）、もしくは、アクティブ化条件が満たされな
いときにプレゼンス信号の伝送に関して追加情報がそれ以上受信されないときまで、継続
することができる。プレゼンス信号を送信する非アクティブ・セルに関する十分な情報を
収集することは、いくらかの時間を要し、例えば、どれくらい早く端末が実施される測定
に関する情報を受信するか、実施される測定のタイプや継続期間(duration)（これは、非
アクティブ・セルのプレゼンス信号について実施する信号強度、および／または信号品質
の測定値、実施するハンドオーバーの評価(evaluation)、セルの再選択、並びに位置エリ
ア更新を含む）、端末が要求された機能を実施できるための方法、端末が用意できるレポ
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ートの複雑さおよび数、電気通信インフラストラクチャがそのレポートを受信することが
できる方法、受信するレポートおよび／イベントのタイプおよび数、位置情報を含むレポ
ートの一部(fraction)、ならびに、その位置情報の正確性に従うことが理解されるべきで
ある。非アクティブ・セルにおけるプレセンス信号の送信を開始してからその非アクティ
ブ・セルのアクティブ化を行うべきかどうかの意思決定をするまでの時間期間は、「精査
期間(probing period)」と称される。
【００１３】
　アクティブ化条件を満たすことは、処理結果が、例えば、アクティブ化するときに、非
アクティブ・セルの最良提供エリアにあると推定される端末の数が所与の数の端末以上で
あるか、または１つ以上のアクティブ・セルによって現在サービス提供されている所与の
端末の一部(fraction)以上であることを示すか、もしくは、非アクティブ・セルによって
緩和される(absorbed)と推定される負荷（例えば、呼の数で、凝集された(aggregated)ビ
ット・レートで、または、その他の負荷測定で表される）が、アクティブ化するときに、
所与の荷重測定値以上であることを示すことができる。
【００１４】
　処理システムによって実施される方法を実行するためのソフトウェア・コード部（おそ
らく電気通信インフラストラクチャのいくつかの構成要素を通じて配布される）を収容し
たコンピュータ・プログラムについてもまた開示する。
【００１５】
　アクティブ・セルおよび少なくとも１つの非アクティブ・セルを備える無線アクセス電
気通信インフラストラクチャもまた開示する。複数の端末を含むことができるアクティブ
・セルについてもまた開示する。インフラストラクチャは、少なくとも１つの非アクティ
ブ・セルにおいて送信されることになるプレゼンス信号を発生するように構成されるプレ
ゼンス信号発生器を備える。インフラストラクチャは、さらに、プレゼンス信号を検出す
る複数の端末からレポートを受信するように構成される受信器、および処理結果を提供す
るために複数の端末から受信されたレポートに含まれる情報を処理するように構成される
処理装置システムを備える。処理システムは、電気通信インフラストラクチャの一部とす
ることができ、または電気通信インフラストラクチャに（部分的に）接続することができ
る、この場合は、処理システムは電気通信インフラストラクチャの一部をみなされる。イ
ンフラストラクチャは、さらに、処理結果が少なくとも１つのアクティブ化条件を満たす
ときに、非アクティブ・セルをアクティブ化するように構成されるアクティベータを備え
、複数の端末の少なくとも１つがアクティブ化されたセルのカバレッジ・エリアの中にあ
るようにする。隣接するセルから受信する情報を測定およびレポートする（例えばハンド
オーバー動作のために通常適用される）ために（部分的に）既存の端末機能(capability)
を使用することによって、現在非アクティブのセルにおいてプレゼンス信号を送信するこ
とは、電気通信インフラストラクチャが、端末がこのセルを適切なターゲットとして認識
するかどうか、すなわち、アクティブ・セルに現在接続している、またはそれに収容(cam
p on)している適切な端末が現在非アクティブのセルに接続できそうか、または収容でき
そうかについて判断する(assess)ことを可能にする。電気通信インフラストラクチャは、
アクティブ・セル内の様々な端末（おそらくアクティブ・セル内のすべての端末であるが
必ずしもそうである必要はない）のレポートから非アクティブ・セル（１または複数）に
関する情報を受信して、処理するように構成される。レポートされた情報は、おそらくイ
ンフラストラクチャに利用可能な他の情報と組み合わされ、現在非アクティブなセルを実
際にアクティブ化すべきかどうか（すなわち、電気通信インフラストラクチャのセットワ
ーク構成を変更するか）について決定する基礎を形成し、その結果、端末がハンドオーバ
ー動作またはセル再選択をそれぞれ介してアクティブ化したセルに接続または収容する。
【００１６】
　この情報は、電気通信インフラストラクチャのエネルギー消費を効率的な方法で削減ま
たは使用できるかについて決定するエネルギー評価アルゴリズムによって、例えば、必要
であれば電気通信インフラストラクチャ内のセルのアクティブ化を効率的に制御すること
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によって使用することができる。
【００１７】
　本方法および電気通信インフラストラクチャは、加えて、または、代わりに、他の目的
のために使用することもできる。一実施例としては、同様の検討事項が、基地局によって
生じる電磁放射の削減にも適用される。例えば、健康上の理由のために、電磁放射の量お
よび継続時間を基地局の動作に厳密に必要とされるレベルに制限することが望ましい。電
磁放射のレベルを低下することができるとき、または、基地局がスイッチ・オフされるこ
とができるときには、このことは基地局の近くにおける人口密度(population)よって十分
に認められ得る。検討事項は、完全な電気通信インフラストラクチャまたは一部の電気通
信インフラストラクチャ、例えば複数のセルについて適用することができる。例えば、か
なりの人口密度のエリアは、低い電磁放射密度を有するように選択することができる一方
で、より人口密度の高くないエリアでは、電磁放射レベルはより高くすることができる。
健康上の懸念に加えて、電磁放射や、これらと共に、隣接するエリアにおいて経験される
干渉の可能性およびレベルを制限する技術的な理由がさらに存在する。
【００１８】
　アクティブ・セルおよび非アクティブ・セルは、ＧＳＭ（登録商標）、ＵＭＴＳ、ＬＴ
Ｅ、Ｗｉｍａｘ等を含むがこれに限定されず如何なる種類の無線アクセス技術(RAT)に関
することができるということが理解されるべきである。
【００１９】
　さらに、アクティブ・セル内の端末が有する非アクティブ・セル（１または複数）に関
する情報についての測定値が単一の無線アクセス技術（内部ＲＡＴ）または複数の異なる
無線アクセス技術（相互ＲＡＴ）に関することができるということが理解されるべきであ
る。相互ＲＡＴ(inter-RAT)の例としては、非アクティブのＧＳＭ（登録商標）セル上で
測定を実施しているアクティブのＵＭＴＳセル内の端末が含まれる。
【００２０】
　本方法および電気通信インフラストラクチャはまた、アクティブ・セル内の端末の配置
(distribution)を考慮することを可能にする。例えば、アクティブ・セルによってサービ
ス提供されるかなりの数の端末がアクティブ・セルの縁の近辺で自分自身を見つけるとい
うことが分析により明らかになる（例えば、レポートされた測定情報が、隣接する非アク
ティブ・セルのプレゼンス信号について高信号レベルまたは高信号品質、およびかなりの
数の端末についてアクティブ・セルの非常により低レベルを示す）場合は、電気通信イン
フラストラクチャの総エネルギーは、１つ以上の非アクティブ・セルをアクティブ化する
ことによって削減し、これらの端末をこれらのセルにハンドオーバーすることができる。
【００２１】
　本出願において、アクティブ・セルは、端末についてセルに対し責任がある基地局への
接続を可能にするセルと考えられる。換言すれば、このセルは、十分に動作可能である。
　非アクティブ・セルは、いかなる音声またはデータのトラフィックも搬送することを目
的としていないものの、特定の時間間隔の間に、または連続的に、プレゼンス信号を送信
ことができるセルとみなされる。
【００２２】
　プレゼンス信号は、ＧＳＭ（登録商標）ネットワークのＢＣＣＨ、ＵＭＴＳネットワー
クのＣＰＩＣＨまたはＬＴＥの基準シンボルといったビーコン信号を含むことができ、セ
ルの存在(presence)を示す。加えて、非アクティブ・セルは、例えばシステム情報ブロッ
ク（ＭＩＢ、ＳＩＢなど）を含んでいるブロードキャスト信号（ＢＣＨ）についてのいく
らかのシステム情報（例えばセル識別性、そのビーコン信号の出力レベルなど）を、その
機能性レベルに応じて少なくとも送信することができる。プレゼンス信号はまた、同期チ
ャネル(SCH)を含むこともでき、セル検索のため、セルを識別するため、およびセルと同
期するために、ＧＳＭ（登録商標）、ＵＭＴＳといったモバイル通信システムにおいて共
通して用いられる。非アクティブ・セルは、精査期間の間に、音声やデータ接続といった
如何なる「通常の」(normal)トラフィックを受け入れることをしないまま、プレゼンス信
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号、例えば、ＬＴＥの基準シンボルまたはＵＭＴＳ内のＣＰＩＣＨ、同期信号（ＳＣＨ）
、およびシステム情報ブロック（ＭＩＢ、ＳＩＢなど）を含むブロードキャスト信号（Ｂ
ＣＨ）を送信することができる。
【００２３】
　非アクティブ・セルは、本願明細書において開示される方法を適用することによって、
アクティブ・セルとすることができる。非アクティブ・セルは、アクティブでないセルと
してもよい。何故ならば、それは、非アクティブ・セルに対してアクティブな端末のハン
ドオーバーを受け入れないからであり、または、それは、非アクティブ・セル内の端末か
ら接続が一旦要求されるとアクティブ・セルへの接続をリダイレクトするからである。こ
のような方法は公知技術であり、例えば、如何なるハンドオーバー要求または新しいセッ
ションをセットアップする如何なる要求をも遮断するために、呼許可制御機能（ＣＡＣ; 
call admission control function）を設定することにより実現することができる。
【００２４】
　プレゼンス信号を送信する非アクティブ・セルの主要な目的は、アクティブ・セルの端
末に、これらの非アクティブ・セルに対して測定の実施を可能にし、およびこのような測
定結果をネットワークにレポートするのを可能にすることである。アクティブ・セル内の
端末は、アクティブ・モードの端末（アクティブ端末）とアイドル・モードの端末（遊休
端末）との間で区別することができる。アクティブな接続（例えば交換された音声通話ま
たはデータ）を有する端末のことを、「アクティブ・モード」または「被接続モード」に
あると言う。端末がアクティブ・モードにある（アクティブ端末）とき、ネットワークは
端末についての詳細なナレッジを有し、それがどのセルによってサービス提供されるかに
ついて理解している。電源オンされているがアクティブ接続ではない端末のことを、「ア
イドル・モード」にあると言う。端末がアイドル・モードにある（遊休端末）ときには、
ネットワークは、移動局についての限られたナレッジを有しており、端末がどのページン
グまたは位置エリアにおいてページングされ得るかについてのみ理解している。アイドル
・モードでは、端末は、例えばブロードキャスト・チャネルまたは特定セルのページング
・チャネルについてリスンする。端末がそのセルに「収容する」(camp on)と言われる。
その結果として、非アクティブ・セルをアクティブ化することについての決定（すなわち
、非アクティブ・セルのセットからどのセル（１または複数）をアクティブ化するか）に
ついては、つまり、異なる状態の端末から、すなわち、アクティブな端末（トラフィック
を搬送するためにネットワークとのアクティブなコネクションを有する端末）から、およ
び、おそらく遊休端末（ネットワークとのアクティブな接続を有しない端末）から収集さ
れる情報に基づくことができる。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　第１の実施例として、非アクティブ・セルをアクティブ化するという決定は、アクティ
ブ端末だけから収集される情報に基づいてもよく、例えば次のうちの１またはそれ以上に
よる。
【００２６】
　１．ターゲット／宛先として非アクティブ・セルを有するアクティブ端末からハンドオ
ーバーについての要求のカウント。
　２．アクティブ端末からのレポートされた測定値、例えば、信号強度および／または非
アクティブ・セル内に送信されたプレゼンス信号の品質、（例えばＧＰＳによって、また
は、モバイル・ネットワークによって決定される）位置情報の受信および処理。
　３．非アクティブ・セルとの接続のセットアップを試みた（そして、その非アクティブ
・セルが「通常」のトラフィックを受け入れないことを理由として拒絶されアクティブ・
セルにリダイレクトされた）アクティブ端末からの新規のセッション要求のカウント。
 　４．非アクティブ・セルをアクティブ化するべきか否かについて決定することに有用
なアクティブ端末による他の如何なる測定値。
【００２７】
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　第２の実施例として、非アクティブ・セルをアクティブ化するという決定は、アクティ
ブな端末から、および遊休端末から収集される情報に基づいてもよい。アクティブな端末
についての上記可能性に加えて、遊休端末からも以下の１またはそれ以上を使用すること
ができる。
【００２８】
　１．アクティブ・セルから非アクティブ・セルまで遊休端末によるセル再選択のイベン
トのカウント。これは、相互ＲＡＴのケースと特に関連することになる。例えば、アクテ
ィブ・セルにもともと収容されていた遊休端末は、非アクティブ・セルに再選択し、次い
で、非アクティブ・セルに収容する。
　２．（例えばセル再選択の結果としての）位置エリア更新のイベントのカウント。
　３．例えば信号強度および／または非アクティブ・セル内に送信されたプレゼンス信号
の品質、（例えばＧＰＳによって、または、モバイル・ネットワークによって決定される
）位置情報など、遊休端末が実施した測定の受信および処理。
　４．非アクティブ・セルをアクティブ化するべきか否かについて決定するのに有用な遊
休端末による他の如何なる測定値。
【００２９】
　第３の実施例として、非アクティブ・セルをアクティブ化するという決定は、遊休端末
だけから収集される情報に基づいてもよい。しかしながら、現在アクティブな端末からの
情報は非常に適切であり、また、取得するのが比較的容易であると考えられることから、
このことは好ましくない。
【００３０】
　上記に示したように、非アクティブ・セルは、如何なる音声またはデータのトラフィッ
クをも搬送することを意図しないものの、プレゼンス信号を送信することができるセルで
あるとみなされる。それは、分布全体(whole spectrum)の追加機能を残し(leave)、精査
期間の間にプレゼンス信号を送信する一方で、非アクティブ・セルにおいて使用可能とし
ても、またはしなくてもよい。その範囲の端(end)に対して２つの実施例を提供する。即
ち、ほとんど完全な機能性(full functionality)を有する非アクティブ・セルについての
第１実施例と、ほとんど最低限の機能性を有する非アクティブ・セルの第２実施例である
。　なお、非アクティブ・セルの機能性はまた、非アクティブ・セルが当該非アクティブ
・セルについて情報を収集することができるという役割にいくらかの影響を有することに
留意されたい。
【００３１】
　非アクティブ・セルについての第１実施例は、端末からの如何なる「通常」のデータま
たは音声のトラフィックをも受け入れないセルである（例えば接続承認についての適当な
設定により実現され、それは、非アクティブ・セルへの如何なるハンドオーバーまたはこ
れに対するセッション・セットアップをも遮断する）ものの、それ以外はほとんど完全な
機能性を有する。例えば、ＴｘおよびＲｘのチェーンは、完全な機能性を有しており、コ
ア・ネットワークとのインターフェース（ＬＴＥにおいては例えばＸ２またはＳＩインタ
ーフェース、ＵＭＴＳにおいては例えばＲＮＣとのＩｕｂインターフェース）をアクティ
ブ化することができる。その結果として、非アクティブ・セルは、アクティブの端末およ
び／または、遊休端末から測定レポートを受信することができることもあり、これらレポ
ートを処理および転送することができることもあり、遊休端末から位置エリア更新を受信
することができることもある等となる。また、非アクティブ・セルへのハンドオーバー要
求および非アクティブ・セルへのセットアップ要求を受信することができ、およびこれに
適切に応答することができ、すなわち、拒絶し、または、アクティブ・セルへリダイレク
トすることができる。精査期間の間でのほとんど完全な機能性により、顕著なエネルギー
消費は不可避であると予想されるものの、それでもなお多くの省エネルギーが、「通常」
のデータまたは音声トラフィックを許容しないことで達成されると予想される。
【００３２】
　非アクティブ・セルについての第２実施例は、ほとんど最低限の機能、すなわちプレゼ
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ンス信号の送信のみしか実施しないセルである。（例えばパイロット・チャネル／参照シ
ンボル、ＳＣＨ、ＢＣＨなどといった）ダウンリンクのシグナリングのみがアクティブで
あり、非アクティブ・セルの存在(presence)および識別性(identity)を示しており、また
、端末が非アクティブ・セルのプレゼンス信号に対して測定を実施することを可能にする
。非アクティブ・セルは、精査間隔の間に、（例えば、ハンドオーバー、セッション・セ
ットアップ、位置エリア更新、測定レポートなどに関連する）如何なるシグナリング・メ
ッセージをも受信しないように構成することができる。同様に、コア・ネットワークとの
通信が、例えば、プレゼンス信号（任意の関連した情報を含む）の送信、非アクティブ・
セルのアクティブ化、およびいくらかのステータス情報を送信することに関連した管理命
令を受信するように制限される。精査期間の間にほとんど最低限の機能により、非常に高
い省エネルギーが達成される。
【００３３】
　分布の端(the ends of the spectrum)の間では、エネルギー消費と、その精査期間の間
に非アクティブ・セルにより提供される（および収集した情報の簡略さに関連付けられる
）機能性との間でトレードオフとなり得る。
【００３４】
　非アクティブ・セルのアクティブ化が可能であるかまたは必要とされるかを判断する(a
ssess)方法は、請求項２に記載するように、端末（省バッテリー）およびネットワーク（
ネットワーク負荷の削減）を連続的に煩わす(bother)ことのないように、後続の時間期間
の間（例えば、周期的な時間期間）に実施することができる。しかしながら、本方法の（
半）連続的な実施は、１つ以上のセルが現在非アクティブであるときに、電気通信インフ
ラストラクチャの構成を変更する機会についての迅速な判断の魅力的な代替物とすること
ができる。
【００３５】
　本発明の実施形態において、請求項３に記載するように、端末には、測定パラメータお
よび／またはレポート・パラメータが供給され、アクティブ・セル内の端末による測定動
作およびレポート動作を制御することができる。このパラメータは、例えば、アクティブ
・セルを介した接続を通じてアクティブ・モードにある端末に供給することができ、もし
くは、アクティブ・モードまたは遊休モードにある端末にアクティブ・セルにおいてブロ
ードキャストすることができる。測定パラメータは、測定を実施するように端末をトリガ
する。レポート・パラメータは、（いつ）測定値をネットワークにレポートするかを端末
に指示する。
【００３６】
　既存のワイヤレス・アクセス通信ネットワークにおいて、端末は、通常、一定の条件に
おいて測定をすでに実施しており、およびある他の条件において測定結果をレポートする
ことができる。例えば、隣接するセル間でハンドオーバー領域にあるアクティブな端末は
、通常、個々の端末それぞれについてのハンドオーバーの決定をネットワークが実施する
ために、隣接セルからネットワークに測定情報をすでにレポートしている。請求項３に記
載の端末に供給される測定パラメータは、ハンドオーバー領域にあるアクティブ端末から
測定情報を取得することを可能にするのみならず、ハンドオーバー領域の外側にあるアク
ティブ端末から、また、アクティブ・セル内にある遊休端末から、隣接する非アクティブ
・セルに関する情報を取得することを可能にする。これらの端末は、その情報を電気通信
インフラストラクチャにレポートすることができる。
【００３７】
　第１の例として、レポート閾値は、あり得るハンドオーバーに関連するようにサービス
提供しているセルからの信号と比較して、不十分な信号レベルを有した隣接の信号につい
ての測定値をレポートするのを妨げるために通常端末において適用され、一時的に、さも
なければ不十分と考えられであろう信号レベルをまたレポートすることも可能にするよう
調整することができる。第２の例として、信号レベル閾値は、サービス提供しているセル
からの信号レベルが十分なもの以上であるときに、隣接セルへの測定の実施を妨げるよう
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に遊休端末において通常適用され、隣接セルに対する測定を一時的に可能にするように調
整することができる（例えば増加する）。測定を提供し、および／またはパラメータをア
クティブ・セル内の端末にレポートすることは、より多くの端末が、および（例えば、２
つのセル間でのハンドオーバー領域と通常考えられるものだけでなく）アクティブ・セル
内のより多くの位置における端末が、測定を実施し、および／またはネットワークへのレ
ポートを供給することを可能にする。
【００３８】
　電気通信インフラストラクチャは、プレゼンス信号を同時にまたは連続的に送信するこ
とができるいくつかの非アクティブ・セルを備えることができる。そして、端末が、同時
にまたは連続的に複数のセルからの信号を測定することを可能にして、ネットワーク構成
の変更についてのあり得るより大きな全体像をネットワークに取得させる。非アクティブ
・セルは、アクティブ・セル（例えばマイクロ・せる）内に位置してもよく、アクティブ
・セルと隣接してもよく、または、アクティブ・セルからさらに離れて位置してもよい。
複数の非アクティブ・セルは、凝集した推定カバレッジ・エリアを有することができ、こ
のエリアは、アクティブ・セルのカバレッジ・エリアと少なくとも部分的に重複する。
【００３９】
　いくつかの非アクティブ・セルによるプレゼンス信号の同時の送信は、時間効率的(tim
e efficient)とすることができ、そして、ネットワーク状況のわずかに異なる事態(pictu
re)を提供することができる。例えば、非アクティブ・セルと重複する状況においては、
プレゼンス信号の連続的な送信は、これらの非アクティブ・セルの内単一のセルがアクテ
ィブ化されさえすれば、特定のユーザ装置が１以上の非アクティブ・セルを選択したもの
と示すことになる。その一方で、プレゼンス信号の同時の送信は、全てのこれら非アクテ
ィブ・セルがアクティブ化された場合には、これら非アクティブ・セルの内いずれが同一
ユーザ装置によって選択されたものであることを示すことになる。プレゼンス信号の連続
的な送信は、作業負荷効率的(work load efficient)とすることができる。なぜならば、
それは、例えばこのように全く収集した情報が申し分のないように見える場合には、全て
の想定されたシーケンスを完成することを自制するのを可能にするからである。プレゼン
ス信号の連続的な送信は、最良の組合せを判断するために、非アクティブ・セルのグルー
プにおける連続的な送信を伴うことができる。連続的な変形例では、履歴情報を使用して
、最初に非アクティブ・セル内にプレゼンス信号を送信する。このセルは、アクティブ化
について上手くいった候補者であることが以前に判明している。
【００４０】
　請求項６の実施形態では、レポート識別子が非アクティブ・セル内に送信される。本出
願はまた、インフラストラクチャが有するセル内に送信される信号について開示する。こ
こでは、信号はレポート識別子を含む。
【００４１】
　アクティブ・セル内のアクティブな端末は、レポート識別子を受信することができ、通
常のハンドオーバー（アクティブ・セルに）に関連した端末からのレポートと非アクティ
ブ・セルがアクティブ化されなければならないかどうか判断するための非アクティブ・セ
ルに関する情報をレポートしている端末からのレポートとを区別することを電気通信イン
フラストラクチャが可能にするために、レポートが有するレポート識別子を送信すること
ができる。
【００４２】
　非アクティブ・セルからのレポート識別子を検出する遊休端末は、この識別子を使用し
て、遊休端末による非アクティブ・セルに対するセル再選択を妨げるか、当該非アクティ
ブ・セルに対する再選択をする前に非アクティブ・セルに関する情報をアクティブ・セル
を介した電気通信インフラストラクチャを通じてレポートするか、または、非アクティブ
・セルがレポートを受信するように構成されるときに非アクティブ・セルに関する情報を
非アクティブ・セルにレポートするように構成することができる。
【００４３】
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　請求項７に記載の実施形態は、遊休端末の数が通常はアクティブ端末の数より非常に大
きいという理由のために有利である。非アクティブ・セル（１または複数）からのプレゼ
ンス信号（１または複数）に関する情報をレポートする複数の遊休端末を有することは、
電気通信インフラストラクチャの再構成の機会についての全体像に非常に寄与することが
でき、更に近い将来にあり得るトラフィックの負荷を示すこともできる。レポートを電気
通信インフラストラクチャに送信する遊休端末について、これら端末は、一時的にアクテ
ィブ状態にならなければならない。
【００４４】
　請求項６に関連して上に説明した遊休端末についての機構とは別に、請求項８～１０の
実施形態は、本発明による方法において遊休端末が関与するためのほかのいくつかの機構
を提供する。これらの実施形態について発明の詳細な説明においてさらに詳細に説明する
。
【００４５】
　簡単にいえば、請求項８の実施形態は、一時的にアクティブ・セルおよび非アクティブ
・セルの内少なくとも１つにおける位置エリア更新期間（または類似の期間）を縮小させ
るステップを含む。この実施形態は、それが現存するネットワークに対する変更を必要と
しないか、ほんのわずかしか必要としないために有利である。
【００４６】
　請求項９の実施形態は、測定情報を、アクティブ・セルを介して電気通信インフラスト
ラクチャにレポートする遊休端末を含む。この一方で、これら端末は、さもなければ非ア
クティブ・セルの再選択を行い、また、非アクティブ・セルにレポートを試みることにな
る。この実施形態によって、非アクティブ・セルがステータスを維持することを可能にし
、ここでは、これらセルが、レポートを受信することはできないか、またはそうできるよ
うには構成されない。
【００４７】
　請求項１０の実施形態は、遊休端末に情報を取得および／またはレポートするように指
示する、アクティブ・セルにおけるページング・メッセージを送信するステップを含む。
遊休端末は、ブロードキャストおよびページング・チャネルをリスンし、また、これらの
チャネルを用いて非アクティブ・セルからの情報を検出するようにトリガされることがで
きる。このようなページング・メッセージを用いることで、通常の動作とは異なるアクテ
ィブ・セルのシステム情報を一時的に再構成する必要性がより少なくなる。このことは、
ページング・メッセージが、請求項３に記載の測定および／またはレポート・パラメータ
といった、遊休端末についての構成パラメータを搬送するのであれば、とりわけ真である
。
【００４８】
　請求項６および１０の実施形態は、現存する無線端末が有する処理能力に対する変更を
必要とする。本出願は、これら実施形態において使用される無線端末について開示する。
　以下、本発明の実施形態について、さらに詳細に説明する。しかしながら、これらの実
施形態が本発明の保護の範囲を制限するものとして解釈されることができないものと理解
されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】図１Ａおよび１Ｂは、アクティブ・セルおよび非アクティブ・セルを提供する無
線アクセス電気通信インフラストラクチャ内の基地局についての概略図である。
【図２】図２は、複数の端末を含んでいるアクティブ・セルを定める基地局、およびプレ
ゼンス信号を送信する非アクティブ・セルを提供する基地局を備える電気通信インフラス
トラクチャの概略図である。
【図３】図３は、本発明の一実施形態による方法のさまざまなステップを説明するフロー
チャートである。
【図４】図４は、より詳細に情報処理のステップについて説明するフローチャートである
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。
【図５】図５は、遊休端末の関与のための方法が有するステップについて説明するフロー
チャートである。
【図６】図６は、遊休端末の関与のための方法が有するステップについて説明するフロー
チャートである。
【図７】図７は、遊休端末の関与のための方法が有するステップについて説明するフロー
チャートである。
【図８】図８は、遊休端末の関与のための方法が有するステップについて説明するフロー
チャートである。
【図９】図９は、図２のデータ電気通信インフラストラクチャにおいて動作可能となるよ
うに構成される無線端末についての概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　図１Ａは、複数のアクティブ・セルを提供する無線アクセス電気通信インフラストラク
チャにおける基地局ＢＳ　ＡからＢＳ　Ｇの概略図である。各基地局の位置は、３つのセ
クターから成る。つまり、基地局位置の周囲のエリアをカバーする。例えば、基地局位置
ＢＳ　ＡのセルＡ１は、ａ１と記されたその最良の提供エリアにサービス提供する。同様
に、同一の位置におけるセルＡ２およびＡ３は、それぞれａ２およびａ３と記されたそれ
ら最良の提供エリアにサービス提供する。同一の配置(set-up)が、他の基地局位置ＢＳ　
ＢからＢＳ　Ｇについて示される。図１Ａにおいて、基地局およびセクターの規則的なパ
ターンが、カバレジ・エリアについて一般に公知の六角形状のパターンを導いている。
【００５１】
　図１Ｂは、同一エリアを淡い灰色で示している。省エネルギーの理由のために、実施例
について基地局位置ＢおよびＣにおけるいくつかのセルは、スイッチ・オフされており、
セルＡ1は、他のいくつかのセル（図示せず）とともに、今、ＢＳ　ＢおよびＢＳ　Ｃの
最良の提供エリアのいくつかにサービスを提供している。図１Ｂにおいて、より暗い灰色
の陰線は、セルＡ１がそれ「自身」(Own)または「固有」(native)のエリアａ１内にサー
ビス提供するだけではなく、エリアｂ２およびｃ３、ならびにエリアｂ３およびｃ２の部
分にもサービス提供する。他のセルは、同様に、スイッチ・オフされており、それらの（
「固有」の）エリア内のサービスは、１以上の周囲のセルによって提供されることができ
る。
【００５２】
　図２は、複数のアクティブ端末Ｔａおよび遊休(idle)の端末Ｔｉを含んでいるアクティ
ブ・セルＡ１を規定する基地局ＢＳ　Ａを備える無線アクセス電気通信インフラストラク
チャ１の概略図である。基地局ＢＳ　Ｂは、非アクティブ・セルＢ１を提供し、ここでは
、それがプレゼンス信号Ｐを送信する。
【００５３】
　電気通信インフラストラクチャ１は、インターフェース３を介してプレゼンス信号Ｐを
発生するためのプレゼンス信号発生器２を備える。電気通信インフラストラクチャ１は、
さらに、プレゼンス信号Ｐを検出する複数の端末Ｔａ，Ｔｉからのレポートを受信するよ
うに構成される受信器４を備える。処理装置システム５は、複数の端末Ｔａ，Ｔｉから受
信したレポートに含まれる情報を処理して処理結果を提供する。処理装置システム５は、
複数の端末Ｔａ，Ｔｉのうち少なくとも１つが基地局ＢＳ　Ｂが有するアクティブ化され
たセルＢ１のカバレッジ・エリア内にあるというような少なくとも１つのアクティブ化条
件を処理結果が満たすときに、非アクティブ・セルＢＳ　Ｂをアクティブ化するように構
成されるアクティブ化モジュールを有する。
【００５４】
　図３のフローチャートに示すように、本方法を動作させるために、さまざまなイベント
が、通信システム１をトリガすることができる。本方法は、周期的にまたは連続的に実施
することができ、ここでは、発生器２は、周期的にまたは連続的に非アクティブ・セルＢ
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１内のプレゼンス信号Ｐを発生する。少なくともいくらかの状況では、（異なるセルに対
してプレゼンス信号Ｐを例えば、１対１で送信するのではなく）いくらかの関連するセル
が同時にプレゼンス信号Ｐを送信することは有利である。例えば、図１Ｂにおいて、セル
Ｂ３、Ｂ２、Ｃ３およびＣ２について同時に本方法および評価(evaluation)を実施するこ
とは有利なものとすることができる。同一のまたは類似の利点は、さもなければ相互カバ
レッジを提供する、または、互いに近接するセルに適用することができる。その代替とし
て、またはそれに加えて、プレゼンス信号Ｐの送信は、処理システム５で検証(verify)し
たアクティブ・セルＡ１において予め定められた条件、例えば、トラフィック負荷が閾値
を超過している、またはトラフィック負荷が実質的な増加を示していることによって開始
することができる。
【００５５】
　図３のフローチャートに示すように、本方法は、以下の通りに実施することができる。
　ステップ３－Ｉにおいて、プレゼンス信号Ｐが発生器２によって発生され、基地局ＢＳ
　Ｂにおける少なくとも一つの非アクティブ・セル内に送信される。アクティブ・セルＡ
１内の複数の端末Ｔａ，Ｔｉ（これらは必ずしも全ての端末がアクティブ・セル内にある
わけではない）は、非アクティブ・セルＢ１のプレゼンス信号Ｐを検出および測定し、ま
た、非アクティブ・セルについての情報（例えば、プレゼンス信号Ｐの信号レベル／品質
および非アクティブ・セルＢ１のセル識別性(identity)）を収集する。この情報は、アク
ティブ・セルＡ１および受信機４を介して通信ネットワークにレポートされ、そこで受信
される（ステップ３―ＩＩ）。あるいは、特に遊休端末Ｔｉからの情報の内のいくらかは
また、非アクティブ・セルを介してレポートされることもでき、これらがこのようなレポ
ートを少なくとも受信するように構成されると推定する。複数の端末Ｔａ，Ｔｉから受信
される情報は、処理システム５において処理されて、処理結果を提供する（ステップ３―
ＩＩＩ）。いくつかの端末からのいくつかのレポートに含まれる情報は、処理システム５
により処理される必要はなく、また、処理システム５は、端末から受信されない追加の情
報を使用することができる（例えば、通例、情報は基地局の位置や構成等といった管理シ
ステムから利用可能である）ことが理解されなければならない。非アクティブ・セルＢ１
は、ステップ３―ＩＶにおいて、複数の端末Ｔａ，Ｔｉのうち少なくとも１つが、アクテ
ィブ化されたセルＢ１のカバレッジ・エリア内にあるというように、処理結果が少なくと
も１つのアクティブ化条件を満たすときにアクティブ化される。
【００５６】
　図４は、処理ステップ３―ＩＩＩのいくらかのステップを更に詳細に説明するフローチ
ャートを示す。電気通信インフラストラクチャ１により、アクティブ・セルＡ１における
端末Ｔａ，Ｔｉの分散を考慮することを可能にする。（測定される信号レベル／品質また
はパス損失といった）端末Ｔａから取得される情報は、エネルギー削減目的のために適用
することができる。例えば、（例えばレポートされた信号レベル測定に基づく）分析が、
アクティブ・セルＡ１によってサービス提供された相当数のアクティブ端末Ｔａが図２に
示すようにアクティブ・セルＡ１の端の近くでそれ自身を捜し出し、そして、非アクティ
ブ・セルＢ１に移譲可能であることを明らかにしたときには（ステップ４―Ｉ）、ネット
ワークの再構成について分析することができ（ステップ４―ＩＩ）、非アクティブ・セル
Ｂ１がアクティブ化される（ステップ４―ＩＩ）。電気通信インフラストラクチャ１の総
エネルギーを削減することができる（ステップ４―ＩＩＩ）というアクティブ化条件は満
たすことができる。何故ならば、これら端末をアクティブ・セルＡ１から離れた移譲する
ことによって得られると推定される電力削減は、アクティブ化されたセルＢ１に要求し、
およびセルＢ１によりこられの端末にサービス提供すると推定される電力よりも大きくす
ることができるからである。
【００５７】
　この分析はまた、図４に示すように、効率的な手法の通信ネットワークのエネルギー消
費を増加させるのにも用いることができる。一例として、アクティブ・セルＡ１内の負荷
が増加する場合、ある時点において追加のセルをアクティブ化する必要がある。アクティ
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ブ端末Ｔａからのレポートは、（例えばセルＢ１のプレゼンス信号Ｐについてレポートさ
れる信号レベル／信号品質から）セルＢ１がアクティブ化のための適切な候補であること
を示すことができる。
【００５８】
　代替としてまたはこれに加えて、遊休端末Ｔｉからトリガされたレポートは、どのセル
が再アクティブ化されて負荷トラフィックの過負荷という影響を軽減するかの決定におい
て考慮することができる。セル内の遊休端末の数は通常、アクティブな端末の数より非常
に大きいことに注意されたい。このような遊休端末からのレポートは、通例、アクティブ
・セルおよびプレゼンス信号Ｐを送信する非アクティブ・セルの両方から選びながら、各
トリガされた遊休端末によって選択された最良のセルを示す。いくつの遊休端末Ｔｉ（任
意には、いくつの過負荷のアクティブ・セルに現在収容されている遊休端末）がその非ア
クティブ・セルを好むかについてプレゼンス信号Ｐを送信する各非アクティブ・セルごと
にカウントすることは、近い将来のトラフィック負荷の指標を提供する。そのトラフィッ
ク負荷は、完全に再アクティブ化されるときに非アクティブ・セルにより吸収することが
でき、つまり現在の過負荷のアクティブ・セルをその（潜在的な）「負担」(burden)から
弛緩する。その代わりに、または、アクティブ端末Ｔａに関する情報とともに、遊休端末
Ｔｉに関する情報は、どの非アクティブ・セルをアクティブ化するべきかについて決定す
るプロセスで考慮することができる。
【００５９】
　非アクティブ・セル（１または複数）に関する情報を取得するために、そして、この情
報をレポートするために、これより、アクティブのユーザ端末Ｔａと遊休端末Ｔｉをトリ
ガするいくつかの方法についてさらに詳細に述べる。
【００６０】
　通常、端末は、測定パラメータおよび／またはレポート・パラメータを供給されること
ができ、その結果、アクティブ・セルＡ１内の端末によって測定動作およびレポート動作
を制御する。パラメータは、例えば、アクティブ・セルを介したアクティブ端末Ｔａへの
接続を通じて供給されることができ、または、アクティブ・セルＡ１において例えばシス
テム情報ブロックＳＩＢを用いてアクティブ端末Ｔａおよび遊休端末Ｔｉにブロードキャ
ストされることができる。
【００６１】
　アクティブな端末Ｔａは、どの測定を実施すべきかについて、およびどのイベント（例
えば、隣接の非アクティブ・セルＢ１が、現在サービス提供中のアクティブ・セルＡ１よ
りもｘ　ｄＢ良い信号強度／品質で検出されるイベント）をネットワークにレポートすべ
きかについて、ネットワークから指示を受信する。測定値が特定されたイベントの内１つ
を導くときには、端末Ｔａは、電気通信インフラストラクチャ１への既存の接続を通じて
、関連する情報（例えば、検出した隣接する非アクティブ・セルＢ１の識別性、その測定
されたプレゼント信号のレベル／品質、およびアクティブ・セルＡ１の測定された信号の
レベル／品質）をレポートする。端末Ｔａからのレポートに応答するかまたは自主的かの
いずれかにより、電気通信インフラストラクチャ１は、端末Ｔａに、同一または相違する
種類の追加の測定を実施して、結果をレポートするように指示することができる。
【００６２】
　基地局ＢＳ　Ｂは、レポート識別子(reporting identifier)を送信することができ、以
降では、非アクティブ・セルＢ１における「精査フラグ」(probing flag)とも称する。ア
クティブ・セルＡ１内のアクティブ端末Ｔａは、レポート識別子を受信することができ、
また、このレポート識別子を、非アクティブ・セルＢ１に関する情報を含んでいるレポー
トとともに送信することができる。アクティブ端末Ｔａは、つまり、レポート識別子を認
識し、このレポート識別子を非アクティブ・セルＢ１に関する情報を含んでいるレポート
に含むように構成される。このことは、電気通信インフラストラクチャ１の処理システム
５が、他のアクティブ・セル（図示せず）への通常のハンドオーバーの文脈でレポートす
る端末Ｔａ－ｈｏ（図２参照）と非アクティブ・セルをアクティブ化すべきかどうかにつ
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いて判断するために非アクティブ・セルＢから情報をレポートする端末Ｔａとの間でより
簡単に区別することを促進する。電気通信インフラストラクチャ１が通常のハンドオーバ
ーに関するレポートと非アクティブ・セルをアクティブ化するかを決定することに対して
分析されるべきレポートとの間で区別するのを可能にするための代替案は、プレゼンス信
号を送信する非アクティブ・セルの識別性(identity)を基地局ＢＳ　Ａ（またはハンドオ
ーバーに関係するレポートに通常対処する少なくとも関連付けられたエンティティ）に通
知することであり、その結果、非アクティブ・セルの識別性に関係するレポートは、ハン
ドオーバーの決定に対し処理されることから除外されることができ、また、処理システム
５に転送されることができる。
【００６３】
　非アクティブな隣接セルＢｌに関する情報を取得するためにトリガされることになるア
クティブ・セルＡ１内の遊休端末のために、様々なパラメータが、セル再選択のためのシ
ステム情報ブロックＳＩＢのアクティブ・セルＡ１においてブロードキャストされること
ができる。このようなパラメータの１つの例は、信号レベルの絶対閾値Ｔｓ検索(Ts, sea
rch)である。この閾値は、遊休端末によって、端末で測定されるアクティブ・セルＡ１か
らの受信信号レベルＳｒｘｌｅｖへの参照として、また、セル再選択のために隣接測定値
が必要かどうか決定するために用いられる。異なる複数の値は、内部頻度(intra-frequen
cy)、相互頻度(inter-frequency)および相互ＲＡＴ(inter-RAT)の隣接について測定する
ためのＴｓ検索に割り当てることができる。仮にＳｒｘｌｅｖ＜Ｔｓ検索の場合には、端
末は、対応する（内部頻度、相互頻度または相互ＲＡＴ）隣接セルを検索し、そして、受
信した信号レベルのＮｒｘｌｅｖおよび／またはＮｑｕａｌを測定する。Ｎｒｘｌｅｖは
、隣接セルからの、例えば非アクティブ・セルＢ１からのプレゼンス信号の受信信号レベ
ルである。Ｎｑｕａｌは、隣接セルからの、例えば例えば非アクティブ・セルＢ１（例え
ばＵＭＴＳセルについてのＣＰＩＣＨのＥｃ／Ｉｏ、またはＬＴＥセル用の参照シンボル
のＲＳＲＱ）からの受信信号品質である。特に各隣ｎに適用されるアクティブ・セルＡ１
用の履歴(hysteresis)パラメータＱｈｙｓｔ、および各隣接ｎに具体的に適用されるオフ
セット・パラメータであるＱｏｆｆｓｅｔ，ｎはまた、アクティブ・セルＡ１においてブ
ロードキャストすることもできる。
【００６４】
　次に、非アクティブ・セルに対して測定を実施し、およびこの情報を電気通信インフラ
ストラクチャ１にレポートするように遊休端末Ｔｉに指示するための例示的な方法につい
て述べる。
【００６５】
　図５のフローチャートに図示される第１の方法において、位置エリア更新期間（または
類似の期間）は、アクティブ・セルＡ１および非アクティブ・セルＢ１において縮小され
る。本実施形態は、それが現存のネットワークに対し変更を必要としないために有利であ
る。
【００６６】
　アクティブ・セルＡ１において、アクティブ・セルＡ１のブロードキャスト・チャネル
上でブロードキャストされることになるシステム情報（ＳＩＢ）では、（名目値、例えば
３０分、１時間、無限）の代わりに）、比較的短い値（例えば３０秒、１分）が、周期的
な位置エリア（ＬＡ）更新についてセットされる。このことは、ステップ５―Ｉで説明さ
れている。ページング・メッセージは、修正されたシステム情報を示すセルＡ１において
発出することができる。このページング・メッセージはまた、アクティブ・セルＡ１に収
容している遊休端末によっても受信される。
【００６７】
　その結果として、アクティブ・セルＡ１に収容している遊休端末Ｔｉは、修正されたＳ
ＩＢを読み込み、頻繁な（例えば３０秒、１分ごとの）周期的ＬＡ更新の提供を開始する
。ＬＡ更新メッセージはまた、端末の識別性に関する情報も含む。電気通信インフラスト
ラクチャ１（より特定すると処理システム５）は、ＬＡ更新メッセージを受信し、また、
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いくつのおよびどの端末Ｔｉが現在アクティブ・セルＡ１に収容しているかについて（例
えば３０秒、１分ごとに）導出することができる。このことは、アクティブ・セル内の遊
休端末に関し、初期の状況についての情報を提供する。
【００６８】
　ステップ５―ＩＩにおいて、アクティブ・セル（１または複数）Ｂ１は、周期的なＬＡ
更新値を、アクティブ・セルＡ１について用いるのと同様の短い値（例えば３０秒、１分
）にセットする。プレゼンス信号Ｐは、非アクティブ・セルＢ１において送信される。
【００６９】
　アクティブ・セルＡ１において、セルのブロードキャスト・チャネル上でブロードキャ
ストされることになるシステム情報（ＳＩＢ）では、信号レベルの絶対閾値パラメータＴ
ｓ検索は、名目（例えば、名目値＋[５，１０]ｄＢｍ）よりも高くセットされる（ステッ
プ５―ＩＩＩ）。このパラメータは、遊休端末Ｔｉが隣接セルＢ１を検索するときに、条
件を制御する。このセルにおいて、ページング・メッセージは、修正されたシステム情報
を示して発出することができる。このページング・メッセージはまた、アクティブ・セル
Ａ１に収容している遊休端末によっても受信される。セル再選択評価手順のために使用さ
れるＢＣＣＨに関する情報の変更によりトリガされるときに（すなわちこの特定のＳＩＢ
が修正されるときに）、いくつかのＲＡＴ（例えばＵＭＴＳ）について、遊休端末Ｔｉが
セル再選択評価プロセスを実行することが理解されるべきである。
【００７０】
　結果として、アクティブ・セルＡ１の受信信号レベルが調整した（増加した）閾値Ｔｓ
検索以下である遊休端末Ｔｉは、例えば非アクティブの隣接Ｂ１を含む隣接セルを測定す
る。いくつかのＲＡＴ（例えばＵＭＴＳ）について、端末は、Ｔｓ検索の設定に拘わらず
このような測定を実施することになる。　特定された条件を満たす遊休端末Ｔｉは、セル
再選択を実施する。セル再選択についての条件は、（ＳｒｘｌｅｖまたはＳｑｕａｌ、お
よびＱｈｙｓｔ加算に基づく）アクティブ・セルＡ１、ならびに（ＮｒｘｌｅｖまたはＮ
ｑｕａｌ、および隣接する特定のＱｏｆｆｓｅｔ，ｎ加算に基づく）全ての（非アクティ
ブおよびアクティブの）隣接セルについてのランク付けに基づくことができる。最も高く
ランク付けされたセルがアクティブ・セルＡ１でない場合には、遊休端末Ｔｉは最も高く
ランクを付けされたセルへのセル再選択を行ことになる。このランキング・メカニズムは
、関わりがあるセルについての無線アクセス技術に従い、また、おそらく環境特性の類の
他の条件に従うことができる。既存の技術では、例えば、異なる無線アクセス技術を有す
るセルから構成されるネットワークにおけるセル再選択を、２ステップの方法で組織でき
ることが公知である。すなわち、例えば、ＵＭＴＳ（ＵＴＲＡＮ）およびＧＳＭ（登録商
標）（ＧＥＲＡＮ）のセルから構成されるネットワークにおいて、最初に、受信した信号
レベル（サービス提供セルについてのＳｒｘｌｅｖおよび隣接セルについてのＮｒｘｌｅ
ｖ）に基づくランク付けは、対応するＱｈｙｓｔおよびＱｏｆｆｓｅｔ，ｎ（Ｑｈｙｓｔ
（１およびＱｏｆｆｓｅｔ、ｎ（１）として示す）を考慮して実施することができる。最
も高くランク付けされたセルがＧＳＭ（登録商標）セルである場合には、端末はこのセル
を再選択する。しかしながら、ＵＭＴＳセルのランキングのために、受信信号の品質（例
えばＥｃ／Ｉｏ）は、セル再選択のためのセルの適合性のより良い指標である。つまり、
ＵＭＴＳセルが第１ステップにおいて最高のものにランク付される場合には、第２ステッ
プに続き、ＵＭＴＳセルが、ＱｈｙｓｔおよびＱｏｆｆ―ｓｅｔ，ｎ（Ｑｈｙｓｔ（２）
およびＱｏｆｆｓｅｔ（ｎ（２））として示す）をなおも考慮に入れて、受信信号品質に
基づいてランク付けされる。次いで、端末は、最も高くランク付けされたＵＭＴＳセルを
この第２のランク付けにおいて再選択する。
【００７１】
　同様に、ＲＡＴの異なる組合せのために、異なるランキング付けの方法を考案すること
ができる。
　実装したランキング機構のセットから１つのランキング機構を選択するために特定の地
理的環境の相違を用いることができることはまた、既存の技術から公知である。
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【００７２】
　このテキストの残りは、受信した信号レベルに基づいてセルのランク付けの実施例を適
用することに基づく。しかしながら、また、他のセルのランク付機構を用いることもでき
ることが理解されるべきである。
【００７３】
　アクティブ・セルＡ１への収容を持続している遊休端末Ｔｉは、頻繁なＬＡ更新メッセ
ージをアクティブ・セルＡ１に提供し続ける。非アクティブ・セルＢ１（これは、上記の
ように頻繁なＬＡ更新のために構成されるとみなされる）を再選択した遊休端末Ｔｉは、
その頻繁なＬＡ更新メッセージを関係する非アクティブ・セルＢ１に提供する。他のアク
ティブ・セルを再選択した遊休端末Ｔｉは、そのセルによってブロードキャストされたＬ
Ａ更新の措置(regime)（名目値を例えば３０分、１時間等とすることができる）を支持す
ることになる。
【００７４】
　移行(transitional)期間（その長さはセル再選択手順の継続期間およびＬＡ更新期間に
従うことができる）の後に処理システム５は、ステップ５―ＩＶにおいて、いくつの遊休
端末およびどの遊休端末がアクティブ・セルに収容し続けるか、いくつの遊休端末および
どの遊休端末が非アクティブ・セル（およびどのセル）を再選択してきたか、ならびに、
おそらく、どの遊休端末がアクティブ・セルから他のセルを再選択してきたかについて、
受信したＬＡ更新メッセージから導出することができる。この分析は、非アクティブ・セ
ルＢ１の各々がアクティブ化されるときに、遊休端末Ｔｉに関する状況についての推定を
提供する。
【００７５】
　ステップ５―ＩＶから取得した情報は、非アクティブ・セルのうちどれがアクティブ化
されなければならないかについて、および非アクティブ・セルのうちどれがアクティブ化
されてはならないかについて、処理システム５による評価において考慮されることができ
る。この処理結果は、少なくとも１つのアクティブ化条件に対して分析されることができ
る。
【００７６】
　充分な情報をステップ５―ＩＶにおいて取得した後に、アクティブ・セルＡ１では、シ
ステム情報（ＳＩＢ）が通常の動作状態に復帰することができる。ページング・メッセー
ジは、修正されたシステム情報を示して発出することができる。このページング・メッセ
ージはまた、アクティブ・セルＡ１に未だ収容している遊休端末によって受信される。ア
クティブ・セルに収容される遊休端末は、そこに収容されるままとなる。
【００７７】
　また、ステップ５―ＩＶの処理から取得された決定の後に、アクティブ化されると決定
された非アクティブ・セルでは、システム情報（ＳＩＢ）は、通常の動作状態に復帰する
ことができる。これらのセルにおいて、ページング・メッセージは、修正されたシステム
情報を示して発出することができる。このページング・メッセージはまた、如何なるのセ
ルも収容する遊休端末によっても受信される。如何なるアクティブ化されたセルもが収容
される遊休端末は、そこに収容されたままになる。
【００７８】
　通常の動作状態に対するリセットは、アクティブ・セルＡ１およびアクティブ化された
セルＢ１の両方について図５のステップ５―Ｖに示されている。
　更にまた、ステップ５―ＩＶの処理から取得される決定の後に、アクティブ化すべきで
ないと決定された非アクティブ・セルは、スイッチ・オフされる、すなわち、プレゼンス
信号Ｐがこれらセル内にはもはや送信されないとすることができる。このようなセルに収
容された遊休端末は、セル選択を実施し、適切なセルを見つける（おそらくアクティブ・
セルＡ１を再選択し、おそらくアクティブ化された隣接セルＢ１の内１つを再選択し、お
そらく他の隣接セルを再選択する）ことになる。
【００７９】
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　遊休端末に修正したシステム情報を読み取らせるためにページング・メッセージを発出
する必要性は、ＲＡＴ従属であることが理解されるべきである。
　図６のフローチャートに示される第２の方法において、位置エリア更新期間（または類
似の期間）はアクティブ・セルＡ１において縮小される。そして、レポート識別子は、精
査フラグとも以下に称され、ある時間期間の間に非アクティブ・セルＢ1においてブロー
ドキャトされる。
【００８０】
　６―Ｉに示される第１のステップは、図５のステップ５―Ｉと同等である。
　第１の方法とは異なり、ＬＡ更新期間は、非アクティブ・セルＢ1において変更されな
い。レポート位識別子は、非アクティブ・セルＢ1において送信される（ステップ６―Ｉ
Ｉ）。おそらく精査フラグを含むこのプレゼンス信号Ｐは、非アクティブ・セルＢ１にお
いて送信される。
【００８１】
　アクティブ・セルＡ１において信号レベルの絶対閾パラメータＴｓ検索は、ステップ６
―ＩＩＩでの名目（例えば名目値＋［５，１０］ｄＢｍ）より高くセットされており、セ
ルのブロードキャスト・チャネルに関するシステム情報（ＳＩＢ）でブロードキャストさ
れる。このパラメータは、遊休端末Ｔｉが隣接セルを検索するときに、条件を制御する。
ページング・メッセージは、修正されたシステム情報を示して発出することができる。こ
のページング・メッセージはまた、セルに収容する遊休端末Ｔｉによっても受信される。
いくつかのＲＡＴ（例えばＵＭＴＳ）について、遊休端末Ｔｉは、セル再選択評価手順に
ついて使用されるＢＣＣＨに関する情報の修正によってトリガされるときに（すなわちこ
の特定のＳＩＢが修正されるときに）、セル再選択評価処理を実行することが理解される
べきである。
【００８２】
　その結果として、アクティブ・セルＡ１における受信信号の絶対レベルが調整された閾
値Ｔｓ検索の以下である遊休端末Ｔｉは隣接を測定する。いくつかのＲＡＴ（例えばＵＭ
ＴＳ）について、Ｔｓ検索の設定に拘わらず、端末はこのような測定を実施することにな
る。
【００８３】
　指定された条件が満たされる遊休端末Ｔｉは、セル再選択を実施する。セル再選択につ
いての条件は、（ＳｒｘｌｅｖまたはＳｑｕａｌ、およびＱｈｙｓｔ加算に基づく）アク
ティブ・セルＡ１、ならびに（ＮｒｘｌｅｖまたはＮｑｕａｌ、および隣接する特定のＱ
ｏｆｆｓｅｔ，ｎ加算に基づく）全ての（非アクティブおよびアクティブの）隣接セルに
ついてのランク付けに基づくことができる。最も高くランク付けされたセルがアクティブ
・セルＡ１でない場合には、遊休端末Ｔｉは最も高くランクを付けされたセルへのセル再
選択を行うことになる。
【００８４】
　アクティブ・セルＡ１への収容を持続している遊休端末Ｔｉは、頻繁なＬＡ更新メッセ
ージをアクティブ・セルＡ１に提供し続ける。非アクティブ・セルＢ１を再選択した遊休
端末Ｔｉ（端末Ｔｉは、非アクティブ・セルのブロードキャスト・チャネルにおいて精査
フラグからこれを検出することができる）は、再選択を実施した直後に、ＬＡ更新メッセ
ージを選択した非アクティブ・セルＢ１に送るように構成される。この第１のＬＡ更新メ
ッセージは、非アクティブ・セルＢ１におけるＬＡ更新期間に拘わらず送られる。セル再
選択を非アクティブな隣接セルにレポートする遊休端末は、さらに、そのＬＡ更新メッセ
ージにおいて精査フラグの存在(presence)についてもレポートするように構成することが
できる。このことは、（非アクティブまたはアクティブな）隣接状態に関して、処理シス
テム５における簿記(bookkeeping)を容易にすることができる。
【００８５】
　第１の方法と異なり、非アクティブ・セルＢ１は、ＬＡ更新のための名目期間とともに
構成される。その結果として、非アクティブ・セルに収容する遊休端末は、（セットされ
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る精査フラグを有するセルへの収容の直後に送られる第１のＬＡ更新メッセージに続いて
）名目ＬＡ更新メッセージ（例えば３０分、１時間など）のみをセルに提供する。他のア
クティブ・セルを再選択した遊休端末Ｔｉは、そのセルによってブロードキャストされた
ＬＡ更新の措置(regime)（名目値を例えば３０分、１時間等とすることができる）を支持
することになる。
【００８６】
　移行(transitional)期間（その長さはセル再選択手順の継続期間およびＬＡ更新期間に
従うことができる）の後に、電気通信インフラストラクチャ（より具体的には、処理シス
テム５）は、いくつの遊休端末およびどの遊休端末がアクティブ・セルに収容し続けるか
、いくつの遊休端末およびどの遊休端末が非アクティブ・セル（およびどのセル）を再選
択してきたか、ならびに、おそらく、いくつの遊休端末およびどの遊休端末がアクティブ
・セルＡ１から他のセルを再選択してきたかについて、受信したＬＡ更新メッセージから
導出することができる。このことは、非アクティブ・セルＢ１の各々がアクティブ化され
るときに、遊休端末Ｔｉに関する状況についての推定を提供する（ステップ６―ＩＶ）。
【００８７】
　なお、第２の方法において、処理結果を取得するのに用いられたＬＡ更新メッセージは
、非アクティブ・セルＢ1に（次いでインターフェース３を介して処理システム５に（図
２参照））レポートされることに留意されるべきである。
【００８８】
　非アクティブ・セルＢ１の負担を軽減させるために、第１の代替例としては、以下のと
おり、遊休端末Ｔｉを構成する（図９参照）。セル再選択についてセルのランク付け手順
において、精査フラグのセットを具備するために最も高くランク付けされるセル（最良セ
ル）を検出する遊休セルＴｉは、その精査フラグのセットを具備している限りはそのセル
のセル再選択を実施せず、それは、現在収容しているセルに対して（端末識別性の標識(i
dentication)および最良セル識別性の標識を含む）レポートを送る（図６の６―ＩＶのそ
ばのボックスを参照）。図５に示される第１の方法とは異なり、また、上記の第２の方法
ベースのものとは異なり、端末Ｔｉは、非アクティブ・セルＢ１を介する代わりに、アク
ティブ・セルＡ１を介してそれらレポートを送る。このように、この第１の代替例におけ
る非アクティブ・セルは、上記のとおりＬＡ更新メッセージの受信をサポートする必要は
ない。また、図５に示される第１の方法とは異なり、第２の方法についてのこの第１の代
替例における遊休端末Ｔｉは、非アクティブ・セルを再選択しない（非アクティブ・セル
Ｂ1にハンドオーバーされないアクティブな端末Ｔａに相当する）。
【００８９】
　第２の代替例は、以下のように遊休端末Ｔｉを構成するものである（図９参照）。セル
再選択についてセルのランク付け手順において、精査フラグのセットを具備するために最
も高くランク付けされるセル（最良セル）を検出する遊休セルＴｉは、最初に、現在収容
しているセルに対して（端末識別性の標識(identication)および最良セル識別性の標識を
含む）レポートを送り、引き続き、最良セルのセル選択を実施するのみである（図６の６
―ＩＶのそばのボックスを参照）。図５に示される第１の方法とは異なり、また、また、
上記の第２の方法ベースのものとは異なり、端末Ｔｉは、非アクティブ・セルＢ１を介す
る代わりに、アクティブ・セルＡ１を介してそれらレポートを送る。このように、ここで
も、非アクティブ・セルは、ＬＡ更新メッセージの受信をサポートする必要はない。
【００９０】
　第１の方法とは異なり、非アクティブ・セルは、ＬＡ更新についての名目期間で構成さ
れる。この場合には、ＬＡ更新が非アクティブ・セルに送られるのを妨げるために、非ア
クティブ・セルは、プレゼンス信号Ｐが非アクティブ・セルにおいて送信される期間（１
または複数）の間、無限(infinite)のＬＡ更新期間で構成されることができる。
【００９１】
　ステップ６―ＩＶ（および、おそらくステップ６―Ｉ）から取得された情報は、非アク
ティブ・セルのうちどれがアクティブ化されなければならないかについて、および非アク
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ティブ・セルのうちどれがアクティブ化されてはならないかについて、処理システム５に
よる評価において考慮されることができる。この処理結果は、少なくとも１つのアクティ
ブ化条件に対して分析されることができる。
【００９２】
　充分な情報をステップ６―ＩＶにおいて取得した後に、アクティブ・セルＡ１では、シ
ステム情報（ＳＩＢ）が通常の動作状態に復帰することができる。ページング・メッセー
ジは、修正されたシステム情報を示して発出することができる。このページング・メッセ
ージはまた、未だに最初のアクティブ・セルに収容している遊休端末Ｔｉによっても受信
される。アクティブ・セルに収容される遊休端末は、そこに収容されたままになる。
【００９３】
　ここでも、ステップ６―ＩＶでの決定の後、アクティブ化されるべきと決定された非ア
クティブ・セルでは、システム情報（ＳＩＢ）は、精査フラグの除去を含む通常の動作状
態に復帰することができる。このシステム情報の修正は、アクティブ化されたセルにおい
てアナウンスすることができるが、必ずしもされる必要があるというわけではない。アク
ティブ化されたセルに収容された如何なる遊休端末もが、そこに収容されるままとなる。
【００９４】
　通常の動作状態に対するリセットは、図６のステップ６ーＶに示されており、セルＡ１
について名目ＬＡ更新値へのリセットを含み、図６においてアクティブ化されたセルＢ１
（１または複数）の精査フラグを除去する。
【００９５】
　更にまた、ステップ６―ＩＶの処理から取得される決定の後に、アクティブ化すべきで
ないと決定された非アクティブ・セルは、スイッチ・オフされる、すなわち、プレゼンス
信号Ｐがこれらセル内にはもはや送信されないとすることができる。このようなセルに収
容された遊休端末は、セル選択を実施し、適切なセルを見つける（おそらくアクティブ・
セルＡ１を再選択し、おそらくアクティブ化された隣接セルＢ１の内１つを再選択し、お
そらく他の隣接セルを再選択する）ことになる。
【００９６】
　遊休端末に変更したシステム情報を読み取らせるためにページング・メッセージを発出
する必要性は、ＲＡＴ従属であることが理解されるべきである。
　図７のフローチャートに示される第３の方法においては、レポート識別子は、また、精
査フラグとも称され、アクティブ・セルＡ１および非アクティブ・セルＢ１においてブロ
ードキャストされる。この第３の方法では、頻繁な周期的ＬＡ更新に依存しない。
【００９７】
　ステップ７―Ｉにおいて、アクティブ・セルＡ１のブロードキャスト・チャネル上にブ
ロードキャストされるシステム情報（ＳＩＢ）は、精査フラグを含む。アクティブ・セル
において、ページング・メッセージは、修正されたシステム情報を示して発出することが
できる。このページング・メッセージはまた、アクティブ・セルＡ１に収容する遊休端末
Ｔｉによっても受信される。
【００９８】
　精査フラグを検出する遊休端末Ｔｉは、その識別性に関する情報（例えばＩＭＳＩ）お
よび最良セル（この場合ではおそらくアクティブ・セルＡ１）に関する情報を、それが収
容するセルにレポートするように構成される（図９参照）。セル識別性に関する情報は、
必ずしもレポートに含まれるわけではないが、レポートがそれを介して送られたセルによ
り追加することができる。セットされた精査フラグが最初に検出されると、レポートが一
回送られる。他のアクティブ・セルを再選択した遊休端末Ｔｉがレポートを送らないこと
は１つの選択肢である。これは、他のアクティブ・セルにおいて受信されることになる不
要なレポートを妨げることになる。電気通信インフラストラクチャ（より正確には処理シ
ステム５）は、レポートを受信し、いくつの端末Ｔｉおよびどの端末Ｔｉが現在アクティ
ブ・セルに収容しているかについて導出する。これは、精査期間が開始する前に遊休端末
に関する状況についての情報を提供する。
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【００９９】
　次いで、ステップ７―ＩＩにおいて、精査フラグはまた、非アクティブ・セル（１つま
たは複数）Ｂｌにおいても送信され、プレゼンス信号Ｐが同様に送信される。
　アクティブ・セルＡ１において、信号レベルの絶対閾パラメータＴｓ検索は、名目（例
えば名目値＋［５，１０］ｄＢｍ）より高くセットされており、ステップ７―ＩＩＩにお
いて、セルのブロードキャスト・チャネルに関するシステム情報（ＳＩＢ）でブロードキ
ャストされる。このパラメータは、遊休端末Ｔｉが隣接セルを検索するときに、条件を制
御する。ページング・メッセージは、修正されたシステム情報を示して発出することがで
きる。このページング・メッセージはまた、セルに収容する遊休端末Ｔｉによっても受信
される。いくつかのＲＡＴ（例えばＵＭＴＳ）について、遊休端末Ｔｉは、セル再選択評
価手順について使用されるＢＣＣＨに関する情報の修正によってトリガされるときに（す
なわちこの特定のＳＩＢが修正されるときに）、セル再選択評価処理を実行することが理
解されるべきである。
【０１００】
　その結果として、アクティブ・セルＡ１における受信信号の絶対レベルが調整された閾
値Ｔｓ検索の以下である遊休端末は、隣接を測定する。いくつかのＲＡＴ（例えばＵＭＴ
Ｓ）について、Ｔｓ検索の設定に拘わらず、端末はこのような測定を実施することになる
。
【０１０１】
　指定された条件が満たされる遊休端末Ｔｉは、セル再選択を実施する。セル再選択につ
いての条件は、（ＳｒｘｌｅｖまたはＳｑｕａｌ、およびＱｈｙｓｔ加算に基づく）アク
ティブ・セルＡ１、ならびに（ＮｒｘｌｅｖまたはＮｑｕａｌ、および隣接する特定のＱ
ｏｆｆｓｅｔ，ｎ加算に基づく）全ての（非アクティブおよびアクティブの）隣接セルに
ついてのランク付けに基づくことができる。最も高くランク付けされたセルがアクティブ
・セルＡ１でない場合には、遊休端末Ｔｉは最も高くランクを付けされたセルへのセル再
選択を行うことになる。
【０１０２】
　アクティブ・セルＡ１への収容を持続している遊休端末は、アクティブ・セルＡ１に関
するステップ７－Ｉについて上記説明したレポートをこのアクティブ・セルＡ１に送る。
非アクティブ・セルを再選択した遊休端末Ｔｉ（その端末は、非アクティブ・セルのブロ
ードキャスト・チャネルにおいて精査フラグからこれを検出することができる）は、再選
択を実施した直後に、ステップ７―Ｉについて説明したレポートを選択した非アクティブ
・セルに送るように構成される（図９参照）。収容されるセル内におよび収容されるセル
に対して、セットされた精査フラグが最初に検出されると、レポートが一回送られる。他
のアクティブ・セルを再選択した遊休端末がレポートを送らないことは１つの選択肢であ
る。これは、他のアクティブ・セルにおいて受信されることになる不要なレポートを妨げ
ることになる。セル再選択を非アクティブな隣接セルにレポートする遊休端末は、そのＬ
Ａ更新メッセージにおいて精査フラグの存在(presence)についてもレポートするように構
成することができる。このことは、隣接状態（精査または名目）に関して、処理システム
５における簿記(bookkeeping)を容易にすることができる。
【０１０３】
　移行(transitional)期間（その長さはセル再選択手順の継続期間および関連するレポー
トを送る時間に従うことができる）の後に、電気通信インフラストラクチャ１（より正確
には処理システム５）は、いくつの遊休端末およびどの遊休端末がアクティブ・セルＡ１
に収容し続けるか、いくつの遊休端末およびどの遊休端末が非アクティブ・セル（および
どのセル）を再選択してきたか、ならびに、おそらく、いくつの遊休端末およびどの遊休
端末がアクティブ・セルから他のセルを再選択してきたかについて、受信したレポートか
ら導出することができる。このことは、非アクティブ・セルＢ１の各々がアクティブ化さ
れるときに、遊休端末Ｔｉに関する状況についての推定を提供する。
【０１０４】
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　ここでも、非アクティブ・セルＢ１の負担を軽減させるために、第１の代替例としては
、以下のとおり、遊休端末Ｔｉを構成する（図９参照）。セル再選択についてセルのラン
ク付け手順において、精査フラグのセットを具備するために最も高くランク付けされるセ
ル（最良セル）を検出する遊休セルＴｉは、その精査フラグのセットを具備している限り
はそのセルのセル再選択を実施しないものの、このようなセルへの収容を維持することが
できる。それは、現在収容しているセルに対して（端末識別性の標識(identication)およ
び最良セル識別性の標識を含む）レポートを送る（図７の７―ＩＶのそばのボックスを参
照）。第２の方法の第１の変形例と同等で、非アクティブ・セルＢ１を介する代わりに、
端末Ｔｉは、アクティブ・セルＡ１を介してそれらのレポートを送る。つまり、この第１
の代替例における非アクティブ・セルは、上記のとおり、レポートの受信をサポートする
必要がない。
【０１０５】
　第２の代替例は、以下のように遊休端末Ｔｉを構成するものである（図９参照）。セル
再選択についてセルのランク付け手順において、精査フラグのセットを具備するために最
も高くランク付けされるセル（最良セル）を検出する遊休セルＴｉは、最初に、現在収容
しているセルに対して（端末識別性の標識(identication)および最良セル識別性の標識を
含む）レポートを送り、引き続き、最良セルのセル選択を実施するのみである（図７の７
―ＩＶのそばのボックスを参照）。第２の方法の第２の代替例に相当して、非アクティブ
・セルＢ1を介する代わりに、端末Ｔｉは、アクティブ・セルＡ１を介してそれらのレポ
ートを送ることになる。つまり、ここでも、非アクティブ・セルＢ1は、上記のとおり、
レポートの受信をサポートする必要がない。
【０１０６】
　ステップ７―ＩＶ（および、おそらくステップ７―Ｉ）から取得された情報は、非アク
ティブ・セルのうちどれがアクティブ化されなければならないかについて、および非アク
ティブ・セルのうちどれがアクティブ化されてはならないかについて、処理システム５に
よる評価において考慮されることができる。処理結果は、少なくとも１つのアクティブ化
条件に対して分析されることができる。
【０１０７】
　充分な情報をステップ７―ＩＶにおいて取得した後に、アクティブ・セルＡ１では、シ
ステム情報（ＳＩＢ）が通常の動作状態に復帰することができる（それはまた、精査フラ
グの除去も含む）。ページング・メッセージは、修正されたシステム情報を示して発出す
ることができる。このページング・メッセージはまた、未だに最初のアクティブ・セルに
収容している遊休端末Ｔｉによっても受信される。アクティブ化されたセルに収容される
遊休端末は、そこに収容されるままとなる。
【０１０８】
　また、ステップ７―ＩＶでの決定の後、アクティブ化されるべきと決定された非アクテ
ィブ・セルでは、システム情報（ＳＩＢ）は、精査フラグの除去を含む通常の動作状態に
復帰することができる。このシステム情報の修正は、アクティブ化されたセルにおいてア
ナウンスすることができるが、必ずしもされる必要があるというわけではない。アクティ
ブ化されたセルに収容された如何なる遊休端末もが、そこに収容されるままとなる。
【０１０９】
　通常の動作状態に対するリセットは、ステップ７ーＶに示されており、セルＡ１および
アクティブ化されたセルＢ１（１または複数）の精査フラグを除去することを含む。
　更にまた、ステップ７―ＩＶの処理から取得される決定の後に、アクティブ化すべきで
ないと決定された非アクティブ・セルは、スイッチ・オフされる、すなわち、プレゼンス
信号Ｐがこれらセル内にはもはや送信されないとすることができる。このようなセルに収
容された遊休端末は、セル選択を実施し、適切なセルを見つける（おそらくアクティブ・
セルＡ１を再選択し、おそらくアクティブ化された隣接セルＢ１の内１つを再選択し、お
そらく他の隣接セルを再選択する）ことになる。
【０１１０】
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　遊休端末に変更したシステム情報を読み取らせるためにページング・メッセージを発出
する必要性は、ＲＡＴ従属であることが理解されるべきである。
　最後に、図８のフローチャートに示される第４の方法では、以下、ページング・メッセ
ージと称する、測定およびレポート(measurement-and-report)のページング・メッセージ
は、アクティブ・セルＡ1において送信され、遊休端末Ｔｉに非アクティブ・セルＢ１に
関する情報を取得してレポートするように指示する。遊休端末Ｔｉは、ブロードキャスト
およびページング・チャネルをリスンし、またトリガされることができ、これらチャネル
（１または複数）を用いて、非アクティブ・セルＢ１に関する情報を取得する。本方法は
、非アクティブ・セルにおいて送信される精査フラグと組み合わせることができる。
【０１１１】
　第１の任意のステップ８―Ｉにおいて、ページング・メッセージは、アクティブ・セル
Ａ１内に送信される。ページング・メッセージは、構成パラメータ（下記参照）を任意に
備えることができる。この構成パラメータは遊休端末Ｔｉによって適用されることになる
。
【０１１２】
　ステップ８―Ｉに応答して、ページング・メッセージを受信する遊休端末は、（パラメ
ータＴｓ検索といった）検索を開始する基準セッティングに拘わらずサービス提供セル（
この場合はアクティブ・セルＡ１）への測定、および隣接セルへの測定を実施し、また、
それに続いて、ページング・メッセージを発出するセルへの初期設定(default)によって
レポートを送るように構成される（図９参照）。レポートを送った後に、セル再選択を実
施することができる。遊休端末は、最も高くランク付けされるセルが精査フラグのセット
を具備する限り（第２または第３の方法の第１の代替案に相当）は、セル再選択を実施し
ないように構成することができる。
【０１１３】
　上記のとおり、ページング・メッセージは、任意に構成パラメータを含むことができる
。例としては、（どの端末が測定すべきか、どのセル（１または複数）が測定されるべき
か、どのＲＡＴが測定されるべきか、どの特性などについて）行われる測定をさらに特定
するパラメータ、（オフセットまたは履歴のパラメータといった）後続の再選択をさらに
特定するパラメータ、および（レポートを提供すべきかどうか、最良セルの内いくつがレ
ポートされるべきか、例えば信号レベル／品質、パス損失の推定といったレポートされる
べき数量、レポートの宛先などについて）提供されるレポートをさらに特定するパラメー
タである。ページング・パラメータは、代わりに、または、それに加えて、参照(referen
ce)を含み、ここでは、例えば、パラメータのセットがページング・メッセージそれ自体
に送られるのに非実際的に大きいときに、例えばブロードキャスト・チャネル等への参照
（リンク）といった（さらなる）パラメータを取得することができる。
【０１１４】
　ページング・メッセージにおいて（またはこれに関連する）構成パラメータ値を受信す
る端末は、そのページング・メッセージによって命令された測定、セル再選択手順および
レポートを実施するときに、受信する値を適用する。値を割り当てられていた既存のパラ
メータとコンフリクトする場合において、ページング・メッセージで受信した値は、本方
法に関係する測定等に適用されるのみとなることもある。他の手順は、すでに割り当てら
れた値を適用し続け、ページング・メッセージの値に影響を受けない。
【０１１５】
　レポートされた情報は、端末識別性（例えばＩＭＳＩ）について、また、最良セルの識
別性についての指標を少なくとも含む。ページング・メッセージを検出すると、レポート
は、検索の結果であるセル再選択に拘わらず、（他に指示されないときには）初期設定に
よって、ページング・メッセージが発出されたセルに対して一回送られる。
【０１１６】
　電気通信インフラストラクチャ１（より正確には処理システム５）はレポートを受信し
、また、いくつの端末およびどの端末がアクティブ・セルＡ１に収容していたかについて
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導出することができ、そして、いくつの端末およびどの端末がそのページング・メッセー
ジの後にアクティブ・セルに収容し続けることができそうかについても導出することがで
きる。このことは、精査期間が開始する前に遊休端末に関する状況についての情報を提供
する。
【０１１７】
　ステップ８―Ｉは任意のステップであり、例えば、処理システム５が、非アクティブ・
セル（１または複数）Ｂ1内でのプレゼンス信号Ｐの送信前に、アクティブ・セルＡ1内の
遊休端末Ｔｉに関する状況についての情報を獲得することの特定の利益を有していない場
合には省略することができる。
【０１１８】
　ステップ８―ＩＩは、非アクティブ・セル（１または複数）内にプレゼンス信号Ｐを送
信することに関する。精査フラグはまた、送信されることもできる。
　任意には、１以上の非アクティブ・セルは、正常な動作状態とは異なるシステム情報パ
ラメータ、例えば本方法について具体的に設定された値を用いて構成することができる。
【０１１９】
　任意には、図５から７に示される前の方法について説明したように、アクティブ・セル
Ａ１は、正常動作状態とは異なるシステム情報パラメータ、例えば精査段階について具体
的に設定された値を用いて構成することができる。しかしながら、ページング・メッセー
ジ内の（またはこれに関連付けられる）構成パラメータを特定する可能性は、システム情
報パラメータへの一時的な修正を行うことにわたり利点を有するものと想定される。
【０１２０】
　ステップ８―ＩＩＩにおいて、ここでも、ページング・メッセージは、アクティブ・セ
ルＡ１内に送信される。ページング・メッセージは、上記のとおりに構成パラメータを任
意に備えることができる。アクティブ・セルＡ１のステップ８―１において、これらのパ
ラメータの値は、任意に送信されるページング・メッセージのそれらとは異なってもよい
。
【０１２１】
　レポートの負荷を削減するために、ページング・メッセージはまた、アクティブ・セル
Ａ１内の遊休端末Ｔｉの一部(fraction)ｆに対してのみ、測定を実施して、レポートを提
供するように指示することもできる。このようなページング・グループといった機構は、
遊休端末Ｔｉの（サブセットである）特定の一部ｆに対処する(address)ためにまたはこ
れに指示するために用いることができる。遊休端末の一部(fraction)ｆはまた、遊休端末
Ｔｉを構成することによっても確立することができ、ランダムにまたは決定論的に決定さ
れて、要求したレポートをその要求の一部ｆについて提供のみを行う。
【０１２２】
　ステップ８―ＩＩＩに応答して、ページング・メッセージを受信する遊休端末は、検索
を開始する基準セッティングにも拘わらず、サービス提供セル（この場合アクティブ・セ
ルＡ１）への測定、およびその隣接セルへの測定を実施し、またこれに続いて、レポート
を（この場合、ページング・メッセージを発出したセル、すなわちアクティブ・セルＡ１
である初期設定に）送るように構成される。レポートは、ページング・メッセージが検出
されると、一度送られる。レポートを送った後に、セル再選択を実施することができる。
遊休端末は、最も高くランク付けされるセルが精査フラグを具備している限り、セル再選
択を実施しないように構成されることができる。
【０１２３】
　レポートは、最良セルの識別性についての指標、好ましくは端末識別性（例えばＩＭＳ
Ｉ）についての指標を少なくとも含む。レポートは、精査フラグ、もしあればレポートさ
れる最良セルについてステータスを追加的に含むことができる。
【０１２４】
　電気通信インフラストラクチャ１（またはより正確には処理システム５）は、レポート
を受信し、そして、いくつの遊休端末およびどの遊休端末がアクティブ・セルに収容し続
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けることになりそうか、いくつの遊休端末およびどの遊休端末が非アクティブ・セル（お
よびどのセル）を再選択することになりそうか、ならびに、おそらく、いくつの遊休端末
およびどの遊休端末が他のセル（およびどの他のセル）を再選択することになりそうかに
ついて、受信したレポートから導出することができる。このことは、非アクティブ・セル
Ｂ１の各々がアクティブ化されるときに、遊休端末に関する状況についての推定を提供す
る（ステップ８―ＩＶ）。
【０１２５】
　ステップ８―ＩＶ（および、おそらく実施されるときにはステップ８―Ｉ）から取得し
た情報は、非アクティブ・セルのうちどれをアクティブ化すべきかについて、またはどれ
をしないべきかについての電気通信インフラストラクチャ１（より正確には処理システム
５）による評価において考慮されることができる。
【０１２６】
　アクティブ・セルＡ１のシステム情報が、本方法の実行について通常の動作状態の間と
は異なってセットされた場合には、アクティブ・セルについてのそのシステム情報は、通
常の動作状態に復帰することができる（図８には図示せず）。
【０１２７】
　非アクティブ・セルＢ１がアクティブ化される場合、以下が適用される。精査フラグが
セットされた場合、精査フラグは削除されることができる。このシステム情報変更は、関
連したセル（１または複数）におけるページング・メッセージによってアナウンスされる
必要はない。非アクティブ・セルのシステム情報が、精査段階(probing phase)において
通常の動作状態の間とは異なってセットされていた場合には、セルについてのそのシステ
ム情報は、通常の動作状態に復帰することができる。精査フラグがセットされていない場
合には、そこに収容された遊休端末は、そこに収容され続けることになる。
【０１２８】
　非アクティブ・セルＢ１がアクティブ化されない決定される場合には、それはスイッチ
・オフされることができる。精査フラグがセル内でセットされていない場合には、そこに
収容された遊休端末は、セル再選択を実施し、適切なセルを見つける（おそらくアクティ
ブ・セルＡ１を再選択し、おそらくアクティブ化された隣接セルの内１つを再選択し、お
そらく他の隣接セルを再選択する）ことになる。
【０１２９】
　ページング・メッセージは、ここでも、精査フラグが送信された非アクティブ・セルを
アクティブ化した後に送信することができる。この場合には、第１の目的は、アクティブ
・セルＡ１に収容される遊休端末に、再選択がまだ適用可能であるときに、アクティブ化
された隣接セルＢ１の内一つの再選択を実際に実施させることである。処理システム５は
、レポートを無視するか、もしくは、レポートを処理して最終的な構成を判断(assess)ま
たはそれを確認させるかのいずれかを選択することができる。システムが、最終構成の判
断／確認に何ら利益を有さない場合には、このページング・メッセージは、どのレポート
も送られないことになっていることを示す構成パラメータを有利に特定することができる
。
【０１３０】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　３７．３２０のドライブ試験の最小化（ＭＤＴ）のための無線測定収
集(Radio measurement collection for Minimization of Drive Tests)」に記載したよう
に、３ＧＰＰは、端末が収集する情報について既に機能を特定しており、アクティブ端末
および／または遊休端末による測定の実施およびネットワークへのレポートを可能にする
ということが理解されるべきである。説明した方法について、ＭＤＴ測定の反応は、非常
に改良されることができ、また、どの非アクティブ・セル（１または複数）をアクティブ
化するべきかについて決定するために情報を収集することにもより良く適するものとする
ことができる。
【０１３１】
　上記のとおり、遊休端末Ｔｉをトリガするための方法およびその代替案のうちのいくつ
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かにおいて、非アクティブ・セルＢ１に収容する遊休端末Ｔｉがセッションを開始する（
例えば、音声またはデータ通話を開始する）ことが発生し得る。この状況に対処するため
の様々な方法がある。
【０１３２】
　非アクティブ・セルは、その「非アクティブ」ステータスにも拘わらず、十分に大きな
程度で動作可能(operational)であるときには、要求を受け入れ、そして通常の方法で、
少なくとも一時的に呼をサポートするように選ぶことができる。それに続いて、その非ア
クティブ・セルは、呼をアクティブ・セルにハンドオーバーするよう試みることができ、
あるいは、そのセルのアクティブ化（または非アクティブ化）についての決定がなされる
までその呼にサービス提供を続けることができる。アクティブ化される場合には、アクテ
ィブ・セルとして呼をサービス提供することを続けることができ、アクティブ化されない
場合には、アクティブ・セルがスイッチ・オフされる前に呼をアクティブ・セルにハンド
オーバーすることができる。
【０１３３】
　非アクティブ・セルが呼を受け入れおよび／またはサポートするのに十分でない機能を
有するときに、または、さもなければそうすることが不適当なときに、非アクティブ・セ
ルは呼要求を拒絶することができる。様々な無線アクセス技術が、拒絶された発呼者をエ
レガントにそして素早く代替物を参照する機構、例えば「誘導した再試(directed retry)
」を提供する。その場合、非アクティブ・セルは、対応するシグナリングのサポートを必
要とするのみである。
【０１３４】
　最後に、非アクティブ・セルでのブロービング・フラグを用いることにより、および、
実際に精査フラグを有するセルの再選択または収容を行わないように構成される遊休端末
を用いることにより（第２および３の方法の第１の代替例も参照、また、第４の方法を参
照）、遊休端末が非アクティブ・セルに実際に収容するのを防ぐことができる。
【０１３５】
　上記方法の各々において、いくつの遊休端末がセル再選択を実施することになるかのカ
ウント処理は、測定結果についての端末内の履歴Ｑｈｙｓｔを用いることができる。
　同様に、隣接特有のオフセットＱｏｆｆｓｅｔ，ｎは、端末の測定結果に適用（例えば
追加）することができる。これらセル特有のオフセットによって、セルは、セル選択のラ
ンク付けにおいて昇進され、または降格されることになり得る。
【０１３６】
　上記の方法において、セル再選択の条件について頻繁に対処してきた。これらの条件に
加えて、セルが遊休端末によって収容されるのに適切かどうかについて決定する様々な他
の条件があり得る。全ての非アクティブな近隣が、「適切なセル」として分類され、例え
ば、例えば、それらのＮｒｘｌｅｖおよびＮｑｕａｌが、収容についてそれらを考慮する
のに十分に高いと想定される。また、適切な平均化が測定値に適用されることも想定され
る。加えて、（最小限の）期間が考慮され、そのために、最も高くランク付されたセルが
、実際にセル再選択を実施する前に現在の（アクティブな）セルとは異なるものとならな
ければならないことが想定される。この最小限の期間（タイマー）はまた、同一のＳＩＢ
のセルのブロードキャスト・チャネルを介してブロードキャストされることもできる。
【０１３７】
　相互頻度(inter-frequency)または相互ＲＡＴの隣接セルの測定について、アクティブ
端末Ｔａは、測定を実施するために、いくらかの（測定）時間ギャップを必要とする。こ
れは、不連続なレセプション（ＤＲＸ）または無線リソース・スケジューリングにより提
供される遊休の期間を用いて管理され得る。１つの実施例は、ＵＭＴＳネットワークにお
けるいわゆる「圧縮モード」であり、これは、データ・レート（および送信出力も）が一
時的に２倍になり、その結果、データを２倍速で送ることができ、その結果の時間ギャッ
プは、相互ＲＡＴ測定における相互頻度のために用いることができる。
【０１３８】
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　開示された方法および電気通信インフラストラクチャが無線端末が有する既存の測定お
よびレポート機能を使用する一方で、上記の実施形態の少なくともいくつかにおいて、無
線端末の機能はこれらの実施形態において関与するのに適していなければならない。実施
例は上に示してきており、また、レポート識別子（精査フラグ）および／または上記の第
４の方法においえる測定およびレポート(measurement-and-reporting)のページング・メ
ッセージに応答する、認識、処理、およびセル再選択のために実施される動作を含む。こ
れら強化された機能のほとんどは、無線端末のソフトウェア修正によって入手される。そ
れゆえ、図９は、修正されたソフトウェアを格納および動作するように構成される記憶装
置Ｓおよび処理装置Ｐを備える無線端末Ｔの上位の概略図である。基地局ＢＳ　Ａに対し
、ＢＳ　Ｂの類似の考慮点を適用する。
【０１３９】
　他のネットワーク構成要素およびシグなリングもまた、どのようにおよびどこに、（図
２に示した）モジュール２―６が配備されるのに従って影響を受けることがある。１つの
選択肢は、モジュールがオペレーションおよび管理センター（ＯＭＣ）に集中化して配備
し、次いで、主な影響は、そのＯＭＣと基地局ＢＳ　Ａとの間で搬送されるシグなリング
・メッセージに対するものであってもよい。
【０１４０】
　他の選択肢は、モジュールが無線ネットワーク、例えばＵＭＴＳのＲＮＣ（無線ネット
ワーク・コントローラ）またはＬＴＥのｅＮｏｄｅＢ（基地局についてのＬＴＥ用語）に
おいて、分散するように配備されるということである。次いで、これらのネットワーク・
ノード間の追加のシグなリングが必要とされる。例えば、ＢＳ　ＡがＵＭＴＳ基地局であ
り、そして、ＢＳ　ＢがＬＴＥ基地局である場合には、ＲＮＣとｅＮｏｄｅＢとの間の追
加のシグナリングが本発明のために必要とされる。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】

【図９】
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